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【足立区地域自立支援協議会こども部会】会議概要 

会 議 名 令和元年度 第２回 【足立区地域自立支援協議会こども部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和元年９月３日（火） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後４時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 研修室３ 

出 席 者  別紙のとおり 

欠 席 者 別紙のとおり 

会 議 次 第 
次第 

１開会 

障がい福祉センター所長挨拶 

２ 議事 

（１）部会長挨拶 

（２）事例検討 

（３）その他 

３事務連絡 

（１）第３回こども部会 令和元年１１月５日（火）１４時００分より 

（２）その他 

資 料 

令和元年度足立区地域自立支援協議会第２回こども部会次第及び席次 

令和元年度足立区地域自立支援協議会第１回こども部会報告書 

課題一覧表（事務局） 

事例検討資料（あやせ保育園） 

足立区立自立支援協議会こども部会資料（うめだ・あけぼの学園） 

「支援者のための失語症講座」案内ちらし 

そ の 他 
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（協議経過） 

【司会】 

本日はお忙しい中、ご足労いただきあり

がとうございます。 

事例検討等の資料をご提供いだだき、あ

りがとうございました。 

 申し遅れましたが私は司会を務めます障

がい福祉センター幼児療育係長をしており

ます勝田と申します。よろしくお願いしま

す。 

 まずは資料の確認をさせていただきます。 

 資料１ 式次第 

 資料２ 第一回こども部会報告 

 資料３ 事例検討資料  

資料４ 席次表 

資料５ 失語症講座チラシ 

 

7月５日に行なわれた第 1回こども部会

の報告をお配りしています。 

この自立支援協議会は発言等会議内容及

び発言者名など後日議事録を公開いたしま

す。また議事録作成のため、録音をさせてい

ただいております。 

発言される方は、発言の前にご所属とお

名前をおっしゃってください。 

お手数かと思いますが、ご了承願います。 

 

 それでは令和元年度第２回足立区地域自

立支援協議会こども部会を開始いたします。 

足立区障がい福祉センター所長江連より

ご挨拶をさせていただきます。 

江連所長よろしくお願いします。 

 

【江連所長】 

皆さんこんにちは。障がい福祉センター

所長の江連です。 

 

【司会】 

 では、時間も限られていますので、本日

も早速ですが加藤先生にバトンタッチさせ

ていただきます。 

本日は事例検討会となっています。事例検

討の資料の方は回収させていただきます。 

ご了承いただけたらと思います。それでは

よろしくお願いします。 

  

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 この長い2か月間が、我々のこの会の趣

旨とかミッションに対する思いを通過点に

させてしまっているという可能性が大きく

なっていると思います。そういう意味で

は、改めてここで、再度テンションを上げ

て、今年後半に突入していきたいなと思っ

ておりますので、よろしくお願い申し上げ

ます。今日は、前回ご案内させていただき

ましたように、少し具体的な事例を通し

て、我々の身近で子どもたちにどんなこと

が起きているのか、どんなことが課題にな

っているのかを、少しリアリティをもって

考えてみようということで今回計画をした

ところではありますが、その前に、この2

か月の間、皆さんそれぞれのグループで

色々ホットな話題とかニュースとか情報と

かがお有りになる方もおられると思います

ので、その辺をまず、ざっと共有して、そ

れから本題に入っていきたいなというふう

に思っております。突然ではありますが、

よろしくお願い申し上げます。それでは、

寺山委員からお願いします。 

 

【寺山委員】（足立つくし幼稚園園長） 

 つくし幼稚園の寺山です。夏休みという

ことで、幼稚園も1か月半近くお休みだっ

たんですけれども、その間預かり保育をや

っていて、50人くらい来てたんですが、

大体250人近くはお休みだったということ

で、家庭内でも色々なことがあったようで
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す。子どもの様子を見てると、預かりの時

間は夢中になって遊んでいるので、それほ

ど変化は見られないんですが、今まで健や

かに育ってきた子も、それがきっかけで、

今まで健康的だったのに、例えば、携帯で

遊んだりとかならないかなと心配しながら

見ています。それと来年度に向けて、入園

の問い合わせが来るんですけれども、

「今、療育を受けているんですけれども、

幼稚園には4年で行けますか」とか、最近

とても増えてきている感じがしますね。お

そらく、そういう療育機関が増えてきたと

いうのもあると思うんですけど、ただ療育

機関に行ってるから幼稚園に入れませんと

いうことじゃなくて、ちゃんとそういう時

にヒアリングして、それが本当に幼稚園に

来るのが適しているのかを見てからお互い

話をしてからやっていこうねっていう話を

園ではしているんですけれども、だんだん

そういうのが広がってくればいいなと思い

ます。私たちだけじゃなくて、他の幼稚園

でも、頭ごなしにお断りしちゃうところも

あるようなので、もうちょっと現実的にで

きることとできないことを分けて、幼稚園

の中でも、受け入れられる幼稚園と受け入

れられない幼稚園というのがあると思うの

で、交流が進んで、障がいのある子もない

子も一緒に、時間が過ごせる場所としての

幼稚園というのがだんだん足立区の中でも

できてくればいいなと思います。以上で

す。 

【渡辺義也委員】（興野保育園園長） 

 興野保育園の渡辺です。前回7月という

ことですが、その前後から含めてなんです

が、児童相談所から通告があったというこ

とで、問い合わせが増えています。大きな

ことはないんですけど、小さなことでも確

認をするというところで、連絡がかなり入

るようになって、だいぶこまめにやるよう

になってきたのかな、方向性が細やかにな

ってきたのかなというところを感じている

ところです。あとは、幼稚園と同じで、や

はり見学に来る方がこれから保育園の方で

も増えてきます。そういう中で、いろいろ

な相談も含めて、保育園側もそういう体制

を整えていきたいと思っています。また、

私は社会福祉法人連絡会というところに関

わっているんですが、そこはいろいろな社

会福祉法人が関わっていますので、障がい

者ということで言えば、高齢、介護、そし

て児童というようなところがあるので、こ

の会議と何か連携がとれないかなと考えて

います。そこは法人連絡会ですから法人同

士が連携して、何らかを探っている場所な

ので、もしかしたらもうちょっと連携取れ

る場所なのかなというふうに思っていま

す。また、NPO法人と最近つながりができ

て、7月以降、施設長や担当者と会って、

興野保育園の子どもたちと療育施設のお子

さんたちが交流できる場所、機会を作って

いこうという話になり、まだ実際に活動は

してないんですけど、またこの会でそうい

う場所とか、活動ができたら嬉しいかなと

いう、まもなくまた具体的な打ち合わせの

連絡があるんじゃないかなというふうに思

っております。7月からの様子としては以

上になります。 

 

【松永委員】（きたせんじゅステップ代表

取締役） 

 きたせんじゅステップの松永でございま

す。遅れてきて申し訳ございませんでし

た。夏休みというのは、放課後等デイサー

ビスですと、普通は午前第一部だとか二部

だとか、午前中は結構ゆったり過ごしてい

るんですけれども、夏休みだと朝からお子

さんがいらっしゃるということで、お子さ

んのストレスが溜まっていくというか、外

でよく遊ぶと暑くて、というところです。

その中でも、もうすでにこの夏から、上の

お子さんが「通えませんか？4月から。」

というお問い合わせが非常に多くて、発達
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もやっているので、「じゃあ１日でもいい

から発達に入れてください。そのあと、デ

イに入れてください。」と。デイがいっぱ

いなので、発達は3年くらいで卒業します

が、デイは6年いられるので、もういっぱ

いになっちゃうんです。非常に断っている

率が高くて、親御さんが非常に困ってい

て、1～2年くらい前から活動しても、

「通うところがない」という1つ前の時代

に戻っちゃったんじゃないかという状況だ

ったり、本当に仕事を辞めている親御さん

も「ここが決まってから仕事だよー」とい

う方もいるくらい、切羽詰まったような連

絡が毎日あります。そこはどうにかしてい

かないといけないんじゃないかなーと思っ

ているところがあります。また、これはま

さに加藤先生ともそうなんですけれども、

事業者が集まって、研修会を常にやってお

りまして、今年で4年5年というところに

なっております。これもこういった場を利

用しながら、今年は10月か11月からとい

う形で、事業者に向けた虐待と障がい知識

や障がい理解というところで、そこは志願

してやっているところでもあるので、その

下準備を夏はやっているところでありま

す。それから外国人労働者について、かな

り困っていることがありまして、特例研修

制度、特定研修者というところをしっかり

と考えていかないといけないなと思ってお

ります。9月はそこも含めて、支援事業所

と言うんですけども、そこをどのようにで

きるかという課題が1点と、外国人が入っ

ていくと、外国人の子どもって、親御さん

が英語もしゃべるし日本語もしゃべる、ど

うしようってことが、これから多くの労働

者が入ってくるのにあたって、働き方改革

と合わせて外国人の方の支援という課題、

と合わせて、外国人の労働者がいつも日本

人に支援するという想定をしていかないと

いけないんじゃないかなと。うちは1人外

国人がいるんですけど、その方は生まれた

のが日本なので日本以外知らないってい

う、ただ国籍だけは外国の国籍なんだとい

う方が１人働いておりますので、そういっ

た形のことも考えていかないといけない、

介護の方はもう入っているので、今月その

ガイダンスの方に行って、そこを見学しに

行こうというふうになっています。盲の方

がやっているマッサージがあって、日本に

もって来られないだろうかという話なんで

すけれども、ちょっと考えながら行ってき

ます。旅行がてらに見てこようかなと思っ

ています。以上です。 

 

【渡辺直子委員】（一般社団法人ねっとワ

ーキング） 

 一般社団法人ねっとワーキングでペアレ

ントメンターをしております渡辺直子と申

します。前回お休みしてしまってすみませ

んでした。ねっとワーキングでは、大体月

に１回、テーマを決めてぴあサロンという

形で、利用者さんを募ってお話の会をして

いるんですけれども、6月にはメンターの

子育て経験談というものを実施したんです

けれども、10組前後、たくさんの親御さ

んが集まってくださいました。メンターの

子育て体験談を話すことが一応のテーマで

はあったんですけど、利用者さん同士です

ごく話が広がって、どこの小学校の支援教

室はすぐに電話したら見学させてくれたと

か、あそこは児童の保護者に許可を取らな

いと見学できないとか、そういう親御さん

同士での情報交換をすごくされていて、良

い場になったかなと思いました。私たちも

体験談を少しお話したんですけれども、ど

の程度障がいを受容されているのか様子を

見ながらお話したんですが、今回集まられ

ている方は割と受容されていて、将来のこ

ととか、就労しているメンターの話とかも

聞きたいという形で聞いたりしてくださっ

ていて、情報交換の場になっていたと思い

ました。前回の議事録を読ませて頂きまし
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て、サポートブックの話題が出ていたと思

うので、ネットワーキングの方で作成して

おります、サポートブックの見本をお持ち

しましたので、ご参考に回覧してくださ

い。まず、表紙があって、最初成長マップ

という形で、母子手帳のような内容、いつ

頃寝返りをうったとか、首がすわったと

か、歩きましたとか、そういったことをま

ずここに書き、あとはプロフィールという

形で、住所、診療先の病院、療育先、生活

面、食事面、好きな遊び、移動、外出手段

など、そういったものを書くページがあり

ます。あとは、良いとこつづりと言いまし

て、1年に1回記入している箇所がありま

す。例えば幼稚園の年長さんの時には、○

○が好きでしたとか、アンパンマンにハマ

っていましたとか、得意なこと、自分が挑

戦していることとか、褒められたことと

か、あとはハマっているところとか、その

子のすごく良いみたいなところを書くよう

なものがあります。これを1年に1回メモ

程度でいいので、そんなにハードルは高く

ないかなと思いまして、実施しておりま

す。一応このファイルに、どんどん年ごと

に1年、1枚ずつ書き足していって、つづ

っていき、将来の年金の資料にしたり、園

や学校にお子さんのことをお伝えするため

に活用したり、あとは親御さんによって使

い方はご自由にどうぞというもので、個別

支援計画や、健康診断の記録と一緒にし

て、将来手元に残って振り返った時に、い

ろんな書類を作るときに役立てたらいいな

と思って作っています。以上です。 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 放課後等デイサービスの皆さんはご存知

かと思うんですが、20年くらい前に結構

話題になって、各地で取り組まれたんです

ね。その後、あまり表に出てこなくなった

んですけど、それは悪いことではなくて、

むしろそれをきっかけにどんどん地域に広

がって、深く潜行していったのではないか

というふうに思っているんですけど、いず

れにしても、こういうものが、当事者の持

つ情報、当事者が主体的に制御コントロー

ルすることのできる情報、こういったもの

は子どもの成長の過程の中で、いろんな機

関でいろんな人がそれぞれに不連続に持っ

ている訳です。本人の知らないところで、

それが消えたり、勝手に走り出したりみた

いな状況がある訳です。だから、それを1

つは納得したということと、もう1つは似

たようなことをどこに行っても根掘り葉掘

り何度も何度も聞かれる訳ですよね。それ

は聞かれる側もうんざりしているし、中身

的にももうそんなことは思い出したくもな

いみたいな話をあっちでもこっちでも聞か

れる訳ですよね。そういう意味では、こう

いう自分自身みたいなものを持っていて、

そして自分の成長する過程で様々な人に

様々な状況、課題の中で相談する、あるい

は課題を持ちかけるときに、自己紹介的に

見てもらったり、あるいはいろんなお医者

さんであれば、それがそこに全て書き込ま

れている、その人のライフサイクルが1冊

に閉じ込められている、そんな冊子ですよ

ね。それが一応良いんじゃないかというこ

とで、ずっと議論されてきた経緯があるん

ですけれども、ただこれだけのことを足立

区でやるとすれば、やっぱり家族だとか当

事者たちだけが勝手にやっているだけで

は、あまり良くない。役に立たないと思い

ます。これはその子どもに関わる医療、教

育、福祉、保健、様々な関係者がそのこと

に対して、同意をして、みんながそのこと

を知り、そのことに意味を感じ、積極的に

コミットしていく、そしてそれをお互いに

大切な個人情報として共有し合って、その

人の資源として使いこなしていくというよ

うな、そういう地域が出来上がるといいな

と思うんですけど、そういう意味では、去

年この会でもそういうことが話題になった

かと思いますが、まあ具体的にこういう形
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でね、渡辺委員の方から提示していただい

て見させていただいているんですけど、そ

れこそ足立区の子どもの関係者がそこでき

ちっと合意を形成すれば、そんなに難しい

ことではないんじゃないかと思うんです。

だからそうすることによって、この地域に

住む子どもと家族が子育てができていくみ

たいな、そんな地域に作りあげていくのが

1つの手立てになるんじゃないかなという

気がします。これはまた何かの機会に話題

にできればと思います。ありがとうござい

ました。上原委員お願いします。 

 

【上原委員】（あやせ保育園） 

 あやせ保育園の上原です。よろしくお願

いします。保育園の7～8月は、ほぼ5月

や6月と変わりなく、たくさん子どもたち

が元気に登園してきました。お父さんお母

さんのお仕事がお休みでも、旅行に行くと

か、家族で出かけるということ以外は、結

構しっかりと登園しているという傾向が

年々強くなってきていると思います。生活

リズムが乱れないというところでは、来て

いただいていいかなというふうに思ってい

て、ただ夏風邪とかが結構流行って、一番

流行ったのが手足口病で、その次がヘルパ

ンギーナ、RSウィルスというあたりで、

体調が悪い時にはやっぱりしっかり休ん

で、お医者さんが大丈夫って言ってから登

園していただきたいなと思っているんです

けれども、やっぱり流行を防ぐのに結構厳

しい状況を感じていた夏でした。あとです

ね、年長児のお子さんの保護者の方が就学

相談を申し込んでいて、園の方に実態把握

票の作成ですとか、そういう依頼が始まっ

ています。以上です。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 では、所長よろしいですか？ 

 

【江連所長】（障がい福祉センター） 

 はい、１つだけ。細かい数字までは思い

出せないのですが、うちの外来の療育の部

門の人数は、年度末に大体1,000件位にな

るんですけれども、今の9月くらいで、昨

年度は750件くらいだったのが、今年度は

8月途中の段階で830～840件くらいまで

増えてきているというところです。平成

29年度から、相談の入口がげんきの発達

支援係に移って、保育園・幼稚園との連携

がスムーズになり、広く対応して頂いてい

るところで、課題のあるお子さんをしっか

りと掘り起こすという部分があるのかなと

思っているところです。ちょうどこの8月

～9月になってきますと、就学に向けて検

査を実施したり、就学相談につなげていく

ということを行っています。ただ一方で、

増えるだけでなくて、他機関や他事業所へ

の移行をしていたり、もうこれ以上のニー

ズはないというところで、辞められる方も

中にはいらっしゃる部分があって、その追

跡という部分は今後の課題になってくると

思います。こども家庭支援課に情報提供し

たり、課題があるけれども関係機関と離れ

てしまっている方に関して、今後どうフォ

ローしていくのかというところは、学校に

上がるところまでを含めて、対応をしてい

かないといけないという課題を持っていま

す。あと、先ほどお話があった連携という

ところで色々ご意見頂いて、ふと思ったの

は、今のお母さんたちは、ネットとか携帯

とか、アプリみたいな形で記録をしていく

ような、インスタじゃないですけれども、

そうすると写真を撮りやすいとか、そうな

ってくるとアプリの中に、年齢に応じて、

区としての情報を提供できるとか、いろん

な使い方ができるのかなと思ったりもした

んです。ただ、他の方が見られる連携ファ

イルにはならないので、そういった課題は

ありながらも、いろいろな多方面への働き

かけの中で、情報提供と自分のその認識で

あるとか、管理、把握というところが連携
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してくるといいのかなと、思い付きも含め

ての報告になりました。以上です。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 今の話ですけど、去年も話題にしていた

だいたんですけど、今はかなりアナログ的

なものを見せていただいたんですけど、将

来的には、チップになると思うんです。そ

の気になればあっという間にできると思う

んです。そこに何ギガという情報がワッと

入ってくる訳ですから、そういう意味では

そのチップを本人が持っていて、しかるべ

き場所でそれを提示していくっていうよう

な、そんなことができたら、いろんな意味

で今後、ハードソフト両面において広がる

だろうなと。ただ、それも時間的な問題だ

とも思うんですけど、まだまだそこまで進

んだ例は見たことはないですけど、ゆくゆ

くは多分そうなるんじゃないんですかね、

きっと。そんなに先の話じゃないんじゃな

いかなというふうにね、まあ発信する側と

受信する側にはもうそういうパワーが物凄

く育ってきてますので、そういう意味で

は、そういうふうにならなくもないんじゃ

ないんですかね。まあある意味これもま

た、足立区にその気があれば、宣伝もつけ

て、やったりすればいいんじゃないんです

かね。はい、ありがとうございました。で

は、幼児療育係は。 

 

【勝田係長】（障がい福祉センター） 

 幼児療育係は、さきほど所長からも話が

あったんですが、療育を受けたいという方

がいらしているということでは、こちらの

方も少しずつ、色々な方法で療育ができた

らなというところ、今まで幼稚園・保育園

に通っている方はみんな外来個別指導です

というふうにしていたんですけれど、やは

り幼稚園でも座っていられないとか、集団 

の場面で療育が必要なお子さんという部分

で、幼稚園に通いながら利用できるグルー

プでの療育を始めるなど、少しずつではあ

りますが、できるところから変化をさせて

いるところです。あと、係内に福祉職を配

置して、ケースワークとか福祉の資源の紹

介もできるようにというふうに進めていま

す。今までどうしても、なかなか民間とう

ちの療育の併用が難しかったんですけれど

も、場合によっては、民間の事業所等に通

いながら、あしすとの療育にも通えるよう

な状況も少しずつ変化をさせているところ

です。特に、幼稚園に通っている方もそう

ですし、これから幼稚園に入るというお子

さんもどんどんいらっしゃるんですね。そ

のお子さん方に、どれだけの支援ができ

て、また次にご紹介していくにあたって、

幼稚園にチャレンジしてみたいっていう親

心もやっぱりある、もしかしたらうちの子

遅れているかな、でも、私立の幼稚園と

か、いろんな幼稚園や保育園に行ってみた

い、他のお子さんと同じクラスで過ごさせ

てみたいっていうそのチャレンジの気持ち

もある中で、どこまでそのお母さんたちを

応援できるか、そのあたりも少しずつ親子

グループという未就園児のグループの方で

すすめています。より分かりやすいご案内

をということで、今年度から通所について

は見学をすすめ、外来についての説明もし

ています。あしすとの支援の紹介を先にし

て、ちょうどこの11月から幼稚園の入園

の受付が始まりますので、その前に、お母

様方にしっかりとお伝えして、その中で選

んでいただく、迷った場合はもちろんこち

らの方でご相談をいただくという形でのア

プローチを始めているところです。ひよこ

も何人まで入れるかという定員が決まって

いるので、その定員の中でなかなかご案内

がゆっくりだったところがありますが、あ

る程度人数がわかった場合は早めにご案内

をして、対応をしているというところで

す。 
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【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 今、多職種の話にありましたけど、今年

はちょうど政府予算案の改正額が出ます。

100兆円、約102兆円、関係予算が30何

兆円っていうふうになっているわけですけ

れども、特に我々の派遣のところでは、ま

さに発達支援事業所関係で、ワーカーを1

人位置付けをすることがほぼ決まっている

んじゃないのかな。もちろん相談支援事業

所がある訳ですけれども、そこだけじゃな

くて、事業所がそういう人を設置するとい

うようなことが今後決まっていくという噂

話がちょくちょく出ています。 

 

【勝田係長】（障がい福祉センター） 

 まさに、福祉職だとやはり、福祉サービ

スを十二分に理解してご紹介ということに

なるので、すごく今良い方向に流れている

と思います。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 1人分の人件費はなんとかならないんで

すか？それくらいは？ちょっと今別のとこ

ろから横やりが入って、行動しています。

というのは、この話をしていいのか分から

ないんですが、やっぱり国会議員にレアな

方たちが入られたということで、まあ厚労

省もそれについて動きを新たに追加した予

算で、その分の予算どこから取ってくるの

っていう話で今、色々しているみたいです

から、下手すると、今後それが取り上げる

可能性がない訳ではないんですけど。まあ

本当にそういう方が、事業所を回るのが必

要だと思います。今度はげんきでよろしい

ですか？ 

 

【オブザーバ長谷川】（こども支援センタ

ーげんき支援管理課発達支援係長） 

 発達支援係の長谷川と申します。よろし

くお願いします。すみません、この後、別

件が入っておりまして、言い逃げというよ

うな形で失礼してしまいますけれども、申

し訳ございません、お願い致します。私ど

もも先ほど江連所長からお話いただいたよ

うに、ここからげんきの方に平成29年度

に移動しました。そこからやはり連携が良

くなったようで、どんどん件数が増えてき

ております。うちが増えてくるということ

はひよこもいっぱいになって、あけぼのに

もお願いするケースが増えてくるというこ

となんですけれども、早いうちにお子様の

課題を、保護者の方が受け止められなくて

も、少しずつでもお知りになるということ

では、とても大事なことなのではないかな

と思っております。保健センターの子ども

相談にも、うちの心理職が入らせていただ

いておりまして、5所全部にお邪魔してお

ります。保健センターの場所をお借りし

て、そこで出張相談という形で、聞きやす

い場所で、げんきでも敷居の高い保護者の

方はいらっしゃいますので、相談しやすい

環境で相談できるということを努めてまい

りました。我が子の課題を知って戸惑う方

もいるけれども、寄り添いながら、最善の

ところを示していきたいなと思っておりま

す。未就学はそんな形で進んでいるんです

が、今やはり課題があるのは、学齢期の特

別支援教育というところでして、7月、8

月というところでは、夏休みに入る前の学

校の個人面談でご指摘を受けた保護者の方

のご相談が増えてきています。1年生の低

学年もさることながら、中学年以降のお勉

強がそろそろ難しくなってきた頃、という

ような保護者の方が「どうしましょう」と

お電話いただくんですが、発達に偏りのあ

る方たちなので、知的な遅れはないんで

す。ですが、学びの積み重ねができてない

んです、4、5年生になってしまうと。で

すから、検査を実施すると、認知は高いん

だけれども、学びのところが低くなって、

現状だけ見ると、特別支援学級が適当では

ないかというようなお子さんがいらっしゃ
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います。けれども、この先特別支援学級に

進んでも、愛の手帳が取れないかもしれな

いし、果たしてそのお子さんにとってどこ

の就学先がふさわしいだろうかというよう

な悩ましいお子さんが増えているように思

います。一言で発達障がいと言っても、本

当に多種多様で、その子たちが健やかな生

活を過ごすにはどうしたらいいんだろうと

いうのが、日々の悩みでございます。以上

です。 

 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き所長） 

 発達関係のところは大事なところでもあ

りますので、げんきの方で続いてお話しさ

せていただければと思います。入学年齢で

は、いわゆるチューリップシート、就学支

援シートなんですけれども、かつては障が

いがあると思われるお子さんについて保護

者の方に出してもらうようにしていたんで

すが、その時代には大体全体では7～8%く

らいの提出率でした。ところが昨年から方

向性を変えまして、全員のお子様のことに

ついて出していただこうというような方向

でシフトしております。昨年は所属してい

る保育園や幼稚園などを通じて、シートを

配っていただいてお出しいただいたという

ことだったのですが、そこでの全体での提

出率が67%でした。我々の周知不足や準備

不足もありまして、対応しきれなかったと

いうことでございました。今年度につきま

しては、実は足立区外の幼稚園・保育園に

通っていらっしゃる方にもいろいろな課題

があるので、就学時健診の時にお配りし

て、健診の間に余裕がある場所もあります

ので、そういうお時間に書いていただいた

り、あるいは入学説明会の時に、お持ちい

ただいたりというようなことで、全員から

お出しいただくような方向に今回変わって

いく予定です。それで、これまでのように

就労前機関の方に書いていただく欄はない

んですけれども、保育園などにつきまして

は、園の支援シートなどを年明けに出して

いただくとか資料については別途出してい

ただくような流れでいきたいと思っており

ます。これが1点目です。2点目は、今ま

で泣き声通告ですとか、面前DVは、基本

的には児童相談所や警察に通告されて、そ

ちらの状況を確認してという流れでした

が、この10月から、東京ルールと呼ばれ

ているんですけれども、そういう泣き声通

告や面前DVの通告に対しては、児童相談

所が受けたものを区の方にもう一度流し

て、区の方が実際の確認にあたるという方

向に変わって参ります。6月、7月は、児

童相談所や私どもげんきの方には数件来て

いるのですが、10月以降も実施という話

になっていますので、今後もそのような通

告が児相にいったものは、私どもげんきの

方から園の方に確認させていただいたりと

か、園の動きになって参りますので、よろ

しくお願い致します。何分不慣れなところ

もありますが、ぜひご協力をお願い致しま

す。最後に議会がらみで、今ユニバーサル

デザインということで、勉強しやすい環境

づくりというところで、そういう取り組み

をぜひしてくださいというお話が出ており

ます。我々も学校現場に行くと、例えば小

学校の教室だと、前と後ろに色々なものが

貼ってあって、周りが落ちつかないという

環境が色々とある訳です。そういうところ

を少しでも改善していけるような取り組み

を今後していければいいなと思っておりま

すので、また皆様からのご要望にもお答え

できればと思っているところでおります。

最後の1点、私ども役所なので、9月から

12月の半ばくらいまでで、来年度やって

いく事業のための予算をつけるためには、

ここで頑張って予算をとらないと、来年4

月以降いろんな取り組みが、やりたいと思

うことはあってもできない、そういうこと

になってくる訳でございます。ですので、
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皆さんから様々な要望が出てきていて、全

部ができるではないんですけれども、ぜひ

いろんなご意見をいただいて、より良い活

動がしていければいいなと思っております

ので、今後ともよろしくお願い致します。

私からは以上です。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 非常に広範囲な情報を頂いたと思うので

すが、私的に聞きたいことがあるんですけ

ど、チューリップシートが変わりましたよ

ね？それから得られたメリットって何があ

りますかね？ 

 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き所長） 

 学校現場からは、様々な情報が入ってき

て、クラス編成の見立てとか、指導してい

くにあたっての情報になったりという良い

意見と、色んな情報が山盛りでてきて大変

だっていう意見も実はありました。昨年度

は準備不足なところもあって、わーっと集

まってきてしまったんですが、結果を集計

しながら6月か7月辺りに、校長先生や教

員の方、あと養護の先生にも入っていただ

いて、色々ご意見を頂きました。やはり、

学校の中でもなかなか情報共有がやりきれ

てなくて、そういう書類を残念ながら校長

先生もよくわからなくて養護の先生に全部

預けっぱなしみたいなところもありました

ので、ぜひ校内できちんと共有していただ

きたいというようなところでの働きかけを

今後しっかりしていきたいと思っておりま

す。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 こういうのっていうのは、そうやってわ

ーっと集まって大変だろうというその辺の

見分けはどうしているんだろうっていうの

は素朴な疑問としてあります。あと、もう

1つは、そういうものに対する対応ですよ

ね。そのものが学校の中だけで完結しちゃ

っていいのだろうかという、完結しきれる

のかどうかっていうのが、不安としてある

ところなんですけど、どうなんですかね？ 

 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き所長） 

 学校の中だけでというよりは、様々な機

関が関わって、お子さんの成長を支えてい

くということだと思うので、ですから、今

までごく限られていた人しか出さない、特

別なものとして見られていたものではなく

て、誰でも若い時はみんないろんなことを

伝え合っていくんだよっていう1つの動き

を作りたいという思いがあります。だか

ら、様々な機関が関わっていくきっかけに

なればいいなと思っています。学校現場も

閉鎖するのではなくて、開いていくきっか

けになればいいなと思っております。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 そのきざしっていうのは、期待できそう

ですか？ 

 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き所長） 

 それは継続的に働きかけていかないと多

分ならないので、そこはしつこくアプロー

チしてやっていかないといけないと思いま

す。一度そういうことを理解して広がって

も、他人事みたいなまたもとの形に戻って

しまうところがあると思うので、そのため

にもしっかり状況を見ながら、必要なポイ

ントポイントできちんと意見を言っていく

とか、その辺の確認をしていかないと、大

変難しいと思います。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 そういう意味ではそれを見極める場がど

ういう場かっていうのが、校長先生あるい

は管理職だけに任せちゃっていいのかって
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いう不安がなんとなくあります。 

 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き所長） 

 やはり、そもそも学校の方でも、そうい

うことを常に検証するというか、場をちゃ

んと設けて継続的に動かしていくとか、あ

るいは仕組みとして1つ作っていかない

と、志だけでは難しいところもあるし、あ

と各現場がちゃんとそれをやれているのか

というのは我々も一緒に確認してやってい

るところです。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 まあ、かなり大きな期待があるんですけ

ど、そういう情報をこういうので共有して

いくっていうことも、とても大事なような

気がしますね。だから、そういう情報が出

てくるのかどうか、こういう場にですね。

ぜひ、できたらいいですね。ありがとうご

ざいました。それでは次の委員よろしくお

願い致します。 

 

【オブザーバ中村】（中央本町地域保健総

合支援課地域保健係長） 

 あまり情報はないんですけど、保健セン

ターの方では、すべてのお子さんの検診が

ございますので、どのお子さんにも1度は

お目にかかります。その前に赤ちゃん訪問

とか妊娠届から始まるところなんですけれ

ど、お子さんができた時から、その方がど

ういう状態なのかっていうのをアセスメン

トさせていただいて、その方の支援のレベ

ルを点数化して、あの子はかかわらないと

いけないかっていうのをそこで見分ける、

それから本庁の中にある妊産婦支援係とい

うところで、乳幼児検診に来ない方には連

絡できますし、全ての方にお会いして、お

母さんの状況とか、お子さんの状況とか、

子どもの成長はもちろんなんですけど、ご

家庭全体がどのような生活をしているの

か、というのを健康面ですけれども、見て

アセスメントしてということをしておりま

す。あと、検診では、1歳半と3歳と必ず

お会いしますので、その時点で子どもの発

達がどうか、子育てがどうかというのを見

ながら、関係機関に必要であれば、あしす

とや、げんきにつなげたり、あるいは地域

の保育園や幼稚園と連携しながら、支援を

しているというような形になります。先ほ

ど他の方からもお話ありましたけど、面前

DVとか、児相やげんきからの問い合わせ

もたくさんあって、この人がどういう検診

の経過なのかとか、予防接種の状況はどう

かとか、その辺りの情報を共有させていた

だいて、その方が緊急の支援を受けられる

ようなことをしております。あと、夏休み

のお話が出ましたけど、8月くらいになり

ますと、子育て中のお母さんたちも里帰り

をするとかそういうことがあって、ご自分

のご実家の親御さんとの関係性だったり、

あるいは、ご主人の方のご実家に帰るとい

うことになると、その姑さんとの関係で、

子どものことをこう言われたあー言われた

とかという相談が7月や8月には多くなる

ような時期かと思います。お母さんたち

が、誰かに相談できて、話す人がいればい

いんですが、相談できない人だとか、なか

なかつながってこない方にどう接していこ

うかなというところが課題と考えていると

ころでございます。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 ありがとうございました。では、内山委

員、お願いします。 

 

【内山委員】（北療育医療センター城北分

園医療担当課長代理） 

 城北分園の医療ソーシャルワーカーの内

山です。私共年間を通して、相談の件数は

そんなに変わらないんですけれども、この

7月8月で増えるのが、0歳の時から外来
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の診療の方に来て歩けるようになったお子

さんの幼稚園相談、これが一気に出てきま

す。それと、幼稚園や保育園に通ってい

て、肢体不自由のお子さんは、訓練とかで

つながっていますので、そのお子さんの来

年度の就学について、げんきにつながって

いるんですけど、それでも相談に来るとい

う、あと入園についての相談が、結構なケ

ースで来ます。特に2歳になると、やっぱ

り幼稚園に行かせたいという、親御さんだ

けでなく、周りのご要望がすごく熱くて、

さっきも言ったように田舎に帰ったら幼稚

園に行かせろって言われたんだけど、とい

うことでまさに今相談に来るんですね。な

かなか幼稚園の情報は私のところに入って

こないので、これまでの経験で受け入れて

もらったところとか、個別の相談を通して

の情報しかなくて、あと今ちょうどげんき

に寄ってきてもらってきたんですけど、こ

の幼稚園ガイド、これを頼りにするしかな

いんですが、やはり障がいを持っているお

子さん、発達に課題のあるお子さんの保護

者の方で、うちで待っててと言われて、足

立区の一覧表全部かけたんですけど、どう

したらいいですか？という相談が、本当に

それは稀ですけど、そういうこともありま

す。なので、先ほど言われた通り、このよ

うな情報交換できて、私たちみたいに相談

を担当している者が、こういう情報を発信

したりだとか、お母さんたちが本当に分か

りやすく、地域の幼稚園に通えるような情

報とかは、得られる場所があるといいなと

感じます。あと、相談支援の事業所につな

がっている方もいるんですけど、なかなか

そこの部分の相談というのは、やはり難し

い現状があるので、医療機関のワーカーに

つながっているお子さんは良いんですけ

ど、そうでなくて、相談する場所がない方

もたくさんいると思うので、なんかこう気

軽に、保育園だったら行けばっていうのが

あるんですけど、幼稚園にも、相談の窓口

みたいなものがあって分かりやすくなると

いいなというのが私この時期に実感するの

と、あと、幼稚園に通っている5歳児さん

ですね。集団に移っていくにはどうしたら

いいのかという不安のあるお子さんで、就

学相談にかかっていてもまだまだ悩みなが

ら他の専門職の意見も聞きたいという方、

相談支援事業所が立ち上がって、相談する

機関ができたけれども、実際にどこまでそ

の機能が果たせているかっていうのと、就

学について相談に行くとか、不安を訴えた

り、気持ちを整理しながらとかっていうの

は難しい。分園にかかりながら、幼稚園や

保育園に行っている方は、幼稚園や保育園

の先生から、じゃあ城北にも相談してと言

われて、またこちらにもきてもらうってい

うことはできるんですけど、療育施設、児

童デイにかかっているお子さんは、児童デ

イでは誰に相談していいかわからないって

おっしゃる方もいらっしゃるので、発達に

課題のあるお子さんたちの就学に向けての

相談、げんきはあるんですけど、さっき加

藤先生がおっしゃったみたいに、それぞれ

の事業所に相談できるキーパーソンみたい

な人がいるといいのかなっていうのと、あ

と幼稚園に関しての入口の部分で何か相談

できるところがあればいいのかなっていう

ことが、この夏休み期間ですね、毎年のよ

うに実感しております。以上です。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 はい、ありがとうございました。それで

は古里委員よろしくお願いします。 

 

【古里委員】（南花畑特別支援学校コーデ

ィネーター） 

 南花畑特別支援学校の古里です。よろし

くお願いします。1回目出られずに申し訳

ありませんでした。本校は知的の特別支援

学校なんですけれども、今城北特別支援学

校と一緒になるための工事をしていて、27
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年度から準備をしているところなんですけ

れども、校舎はとてもきれいになって、知

的の方はもう引っ越しをしている感じなん

ですが、昨年度も新入生が30人いて、今

年度も30人を超えてということで、だん

だん教室がなくなる、なくなっていくとい

うような、ちょっと不安になっているとこ

ろがあるんですけど、まだ仮運用なので広

い部屋がないので、30人を1学年なんで

すけど、まとめて集まる場所もまずなく

て、その学年が落ち着くまでに半分くらい

に分けながらうまく利用しているんですけ

ど、子どもたちも人数が増え、家庭的に支

援が必要なお子さんも増えたということ

で、学校生活を軌道に乗せるまでが結構、

1回目の年からハプニングがあって、私が

対応することになってしまったんですけ

ど、うめだ・あけぼのと周園の方々に協力

していただきながら、やっと5、6月にな

って子どもたちが、しっかり学校に来れる

ようになって、家庭的に事情があるお子さ

んたちがだんだんなついてきたかなーとい

うところで夏休みになってしまうので、そ

うするとまた夏休みが不安で、心配になっ

ちゃって、お母さん、夏休みはどういうふ

うに過ごすの？とか、デイが足りないなら

デイを増やそうとか、ヘルパーを探したい

んですけど、ヘルパーが本当に最近いなく

て、探しても探しても本当にいらっしゃら

なくて、そうしたらショートステイを使お

うかとか色々と工夫しながら、子どもたち

がとにかく家庭だけでなく、色んな所の方

から目が届くようにということで、それで

夏休みを迎えるっていう感じなんですけれ

ども、そして、来年度に向けても、体験入

学が50名ほど入っていて、夏の段階で全

員来る訳じゃないんですけど、人が増えて

いるんじゃないかっていう先ほどのお話を

聞いていても、やっぱりパーセンテージは

そのままですかという感じがあるような気

がしています。うちはセンター校なので、

小学校や中学校から研修会をしてください

というような話があるんですけど、ちょっ

と前までは特別支援教育とか合理的配慮に

ついてお話してくださいというのが多かっ

たんですけど、ちょっと意識が少しずつ進

んでるのかなと思っているところです。先

日夏季講演会で自閉症の当事者の方に2人

来ていただいて、お話を伺って、感覚の過

敏さの大変さっていうのがとても衝撃を受

けたっていうか、想像していた以上に教科

書以上に過敏さがある中で生きてらっしゃ

るんだなと思った時に、やっぱり小学校と

か中学校の発達障がいの子どもたちは、き

つい環境なんだろうなってしみじみ思った

夏でした。はい。以上です。 

 

【林田委員】（城北特別支援学校コーディ

ネーター） 

 お隣の城北特別支援学校の林田です。よ

ろしくお願いします。お隣なんですけれど

も、就学相談のところで、いつもは肢体不

自由の方で15人、今は18人いて最大なん

ですけど、今年はもっと問い合わせが多く

てプラス10人、30弱くらいの問い合わせ

があるんです。足立区と荒川区を合わせる

と史上初でどうしちゃったんだろうって、

学校がきれいになったから、それでかなっ

て思っていたんですけど、でも一人ひとり

様子を聞いていくと、やっぱり城北だよね

って、肢体不自由の方がいいよねって方ば

かりで、なんでだろうってすごく思いま

す。城北に限ったことではなくて、城南も

多いし、墨東も多いし、肢体不自由って聞

いてまわると、なんでこんなに増えている

のかなっていうのがすごく率直なところ

で、それで肢体不自由の方はすごく丁寧に

入学相談しますので、１人１人今体験を受

け付けている状態で、すごく増えているな

ってことと、あと肢体不自由のことだと、

医ケアのお子さんがですね、やっぱり増え

ていて、昔は医療的ケアは移行中心って感
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じでしたけれども、そうではなくて、医療

的ケアがある、酸素はあるんだけども歩い

ている方とか、それから移行はあるんだけ

れども、主障がいで聾があって聞こえない

っていうのがあったりする、そして酸素が

ある、どっちに行ったほうがいいのかなっ

てどこに行ったほうがこの子のニーズを保

障をしてあげられるだろうっていう狭間で

悩むような感じの方がすごく多いです。今

年から足立区の障がい福祉課の方で、医ケ

ア児ネットワークを立ち上げて、区の方で

も、医療的ケアのお子さんの実態を把握し

始めたところなのかなっていうふうに思う

んですけれども、医療的ケアがあっても、

イコール肢体不自由ではなくて、本当にそ

の子のニーズに合ったところに行かせてあ

げたいなって思う感じです。本当にその子

がどこがいいのかなっていうことをみんな

で考えなければなっていうのが１つと、そ

れが入口ですけど、出口も、出口はやっぱ

り12年間学校で与えられた12年遅れてい

くので、まだ出口は医療的ケアがある子を

重心にっていう感じで、そうでない子とか

がだいぶ増えてきているということで、出

口の生活介助の施設とか、通所の施設とか

になると、ちょっとやりとりをしながら、

どこがいいのかなっていう話をしている、

それから受け入れをどういう形にすればい

いのかなって思っています。やっぱり、医

学の進歩によって、多分助かる命が増えた

んでしょうね、きっとね。それで、様々な

状態の方が多くなっているんだろうなって

いうことをすごく感じます。それからあと

は、入学より前の方の発達支援をしている

ところも増えてきましたので、そことの擦

り合わせとか、色んなことが課題としてあ

ります。はい。以上です。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 医ケアの話になるんですけど、関係者だ

けで完結して集まって議論しててもなかな

か、地域の中で暮らすっていう話にもなっ

ていかないと思うんですよね。やっぱりこ

ういう場で、色んな角度から議論をする、

支援を考えるみたいなことが、生活ってい

うのはそういうことだと思うんですよね。

いつもなんか抱えて生きている訳ではない

ですから、色んな意味で色んなシチュエー

ションでみんなができるところから、手を

出して、重ねてっていうそういう話が大事

な訳で、そういう意味でも、障がい種別ご

とにって話はもう過去の話であって、今

は、そういうものをまさに包括的にね、地

域の中で把握してとりあえず受け止めて、

みんなでできるところをやりましょうみた

いな、今の話だとは思うんですよね。だか

らその、医ケアの子どもたちを足立区でっ

ていう話はそれはそれでいいんですけど、

それをそこにとどめないで、できるだけ早

くこういう場にリンクさせていく、統合し

ていくみたいな話が大事だと思うんです

よ。なんとなく個別的に扱うと丁寧のよう

な錯覚に陥るんですけども、実はそれは落

とし穴で、実はその先はドンづまりなんで

すね。そういう意味では、どれだけ国が栄

えたとしても、お金持ちになったとして

も、それに1つ1つ対応するような制度や

仕組みはありえないし、また、理念的にも

私はそれは違うと思うんですよね。そうい

う意味では、できるだけ広く多面的に重層

的に、そういった方たちの様々な困難さを

考えていくというシステムや場が必要かな

と思いますね。 

 

【林田委員】（城北特別支援学校コーディ

ネーター） 

 そうですね。そういうことを考えてもら

えると、こういう場はすごく深まっていく

と思います。もう1つ医ケア関係では、医

療の関係者とかはそのお子さんの体調や医

療的ケアの概要のことはすごくよくご存じ

なんですけど、それを学校にもってきたと
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きに、学校のシステムとそことの擦り合わ

せがなかなか難しいっていうことがあっ

て、例えば、通学のお子さんなんですけ

ど、誤嚥があって、誤嚥が見つかったと。

それで、今まで食べていたんだけど、食べ

られなくなった。お医者さんはまた食べて

いいよってお母さんに言うんです。でも、

学校では誤嚥が見つかった時点でもう口か

らの摂食はダメなんですってことを通訳し

て、まず前情報として入れておいてから、

先生と違う方向で話をしていってください

っていうふうに、間を取り持つ人がいない

となかなかその擦り合わせができない、そ

れにお母さんが食べられるんだったら食べ

させたいっていうふうに思うから、そこに

すがろうとするんだけど、でもこっちでは

こうなっているんですよってことをお互い

がわかっていないと、なかなかうまいこと

なっていかないんだなってことをすごく感

じます。それは医療とかもそうですし、福

祉とかでもそうですし、はい。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 そういう意味では、子どもを中心に色ん

な角度からそういうことを議論する場に

ね、今はそういう方向に事態は進んでいる

ように思うんですよね。やっぱりそういう

古典的な手法でなんか進むから、なんとな

く、どういうことやるっていう気持ちにな

れるんだけど、あまり実効性がない。ま

あ、それは色々と事情があるということで

す。それじゃ竹内委員お願いします。 

 

【竹内委員】（足立区肢体不自由児者父母

の会） 

 肢体不自由児者父母の会の竹内です。長

い長い夏休みが終わりまして、うちの子は

高校2年生ですけど、学校がある時は、学

校と家庭と放課後等デイサービスを利用し

ているご家庭が多いですから、その3つ

で、毎日過ごして、家庭だけじゃない、子

どもを3つで支えているというイメージが

とっても私自身ありますけど、夏休みが始

まって学校がほとんどなくなった時に、放

課後デイと家庭だけの生活というお子さん

が多くなる時に、私は母として、お隣のお

家ではどうなのか、お友達のお家ではどう

なのかという母同士の横のつながりってい

うのは、やっぱりこんなに大きいのかって

感じることがとてもありました。小さい、

学年の下のお母さんは本当に上手にネット

ワークを使っていますし、逆にそれがとっ

ても怖い状況になっている家庭もありま

す。私の同世代がギリギリ「スマホをまだ

持っていませんからガラ携にしてくださ

い」とか、「ラインはやりたくないです」

という世代、一番狭間の世代なんですが、

やはりお母さん同士のつながりを持ちたい

って思うところで、私たちの会も、どうい

うふうに会としてつながりをもつ団体にな

っていくかっていうのは、とても大きな課

題だと思っています。昨年度、皆様方の関

係図っていうのを作っていただいて、それ

ぞれ見たときに、やはり、会としてという

か、父母の会のお母さんたちの、その個々

の団体がどう皆さんと関わりを持っていく

かっていうのは、すごく課題だなと感じま

した。関係図の中に、こういうことはもし

かしたらお母さん同士の方がいいんじゃな

いかなって思った時に、こういう会がある

んですよっていうふうに紹介してもらえる

ことが私たちのメリットですし、やっぱり

親同士のつながりっていうのがとても必要

かなっていうふうに感じています。私はこ

の会には、足立区の父母の会の代表で出て

ますが、重症心身障がい児者を守る会とい

う医療的ケアの重たいお子さんたちの会に

も所属しております。そちらの会ももちろ

ん、福祉の方の行政の方々と話をさせてい

ただく機会がありますけれども、やはりそ

の看護、病気ごとに、病気だと分かった時

点で、いろんなお話を聞きたいというお母
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さんたちをつなげてくださいっていうふう

には、お願いしているんですね。こういう

会があるから、何かあった時に、こちらの

方にもどうぞということで、言ってもらっ

たりしています。そういうことで会として

はつなげていきたいなというふうに感じま

した。お知り合いになっただけで、こうい

うことで困っている方がいるんだったら、

どういうふうにどう支援っていうのが、母

は母同士の支援が本当に大事だなっていう

のを感じた夏でした。以上です。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 お疲れ様でした。じゃあ江黒委員、お願

いします。 

 

【江黒委員】（足立区手をつなぐ親の会会

長） 

 先ほど、アナログのサポート手帳という

ようなことがありましたけど、育成会の方

でも、アナログの手帳みたいなもので「つ

なぎ」というものがあって、もちろん小さ

い時のそういう記録から、今の状態の記録

を書くようにしています。それはやはり親

の会の方にも、高齢になると色々と支援サ

ポートする場所があって、親が亡くなった

後でも、その子のことがわかってもらえる

ようにっていうことで書こうねっていうこ

とで、今保護者に渡しておりますが、やっ

ぱり小っちゃい時から書いてないので、も

う忘れちゃっているんですよね、昔のこと

を。やっぱり利用者の時期から、そういう

ことがあるとね、先ほどお話聞いてて、障

がい者年金をもらう時には、うちの子はも

らっているんですけど、事細かく小ちゃい

時から今までのことを書かないといけない

ので、そういうことを考えると、今からそ

ういうことに慣れてね、子どもの記録をパ

ソコンに打ち込むのでもいいし、手帳に書

いてもいいし、ということは親の意識かな

っていうふうにも思いました。また、親の

会では、先に区の予算の前にと、足立区へ

の予算要望ということで、教育とか障がい

児とか、虐待とか、それから就労支援のこ

ととか、いろんなことについて要望させて

いただきました。そこでも地域生活支援拠

点というようなところで、区の子どもの生

活ということで、高齢者の地域包括ケアみ

たいなものの障がい者版みたいなんですけ

れども、それとか、緊急保護とか、それか

ら就労支援とか、1人暮らしとか、色々な

ところを拠点として、障がい者がその地域

で暮らしていく、生きていけるようなとこ

ろを作っていくというふうなところでお話

をさせていただきました。また、先ほど、

就学支援シートの話がありましたけれど

も、やはり親の会でも、都立の特別支援学

校に入る時に、その就学支援シートを区立

の学校に催促してももらえなくて、頑張っ

たんですよという話も聞いております。も

し全員に書きましょうっていうことを周知

できれば、一番子どものためにもいいのか

なって。あと区立なんかでは以前、校内委

員会といって、障がいがあったりとか、問

題があるお子さんも話し合って、ここから

どういうふうに支援していこうかというこ

とを、校長、保護者、担任で話をする場が

設けられていたのですが、保護者に聞いて

みると、もう特別支援学校に行きなさい、

というふうな校内委員会です。改めて、我

が子のためを考えて、こうしていこうああ

していこうではなくて、もう特別支援学校

に行きなさいという切り札の委員会だとい

うふうなところを保護者が言っていたの

で、やはりそういう印象も変えていかない

と、なかなかその就学支援シートが切り捨

てられる手段として使われてしまうという

意識が保護者にちょっとあるということ

で、そこもちょっと変えていかないといけ

ないのかなって思います。以上です。 
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【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 はい、ありがとうございました。本当に

改めてそれぞれの立場でこの2か月間を振

り返っていただいたんですけど、かなりこ

の地域の子どもたちの置かれた状況とか、

抱えている子育ての課題だとか、そういう

ものが改めて再認識できたのかなっていう

ふうに思います。そういう意味では、こう

いうことを時々振り返りながらですね、そ

れぞれのテーマについて代表さんと意見を

交わしていただくというふうに致したいで

す。そういう意味で、今日ケーススタディ

ということで、冒頭言っていただいてまし

たし、前回そういう前ふりをさせていただ

いたところではありますが、もうあと30

分ちょっとしかないんですね。どうしたも

んかと悩んでいるところなんですが、とに

かく先ほど竹内委員から話がありましたよ

うに、15年間ほとんど変わっていない、

何にも進んでないというようなそんな思い

があるとおっしゃっていただいたんですけ

ど、ひょっとすると、なんかそんな状況が

いろんなところにあるかなという気がしな

いではないですね。だから、忙しくはなっ

ているけど、様々な課題を抱えながら生き

ている人たちが、それを障がいと言わなく

ても構わないわけですが、本当に幸せに近

づいているのかなと考えた時にですね、あ

んまり近づいてないような気がして、かえ

って裸にして放り出されてむき出しになっ

てしまっているみたいなね、非常に包容力

のない町になってきちゃっているような気

がしないではないんですけど、だからこ

そ、地域の中で個々ある人たちがつながっ

て、見やすい育てやすい暮らしやすい、そ

んな地域を足立区で作っていただけたらと

思います。そういう意味で、先ほど発達的

な話をいただいたものですから、そういう

情報といいますか、それぞれみな持ち場持

ち場で色々な情報をお持ちですし、人脈も

お持ちですし、色んな知見もお持ちです

し、経験もお持ちですし、やっぱりそうい

うものを足立区の中できちっと、アップし

て持ってて、それを受け止めた、アクセプ

トした人が、その内容によって、それをそ

ういう人たちに振り分けていくみたいな

ね、そしてすぐ、できるだけショートタイ

ムで答えをお聞きして、伝えていくみたい

なね、そういうことであればそれほど難し

い話ではないんじゃないかなっていう気が

します。じゃあそのために区の職員1人付

けろって話になっちゃうかもしれませんけ

ど、なんかこうそういう窓口の方がおられ

て、そして、例えばここにいる今集まって

おられるメンバーをそこにリストアップし

ておいて、さっとつなげて、その方からの

情報なり、知見をいただいて、返していく

っていうようなね、できたらいいなって気

がしますし、またその病院での悩みも大変

で、走り回っているお母さんたちの中に

は、足立区民の方も当然おられる可能性が

ありますよね、場所が近いですし。そうい

う意味でも、足立区民の中にそういう方っ

ていうのは、ある意味もうわかっているん

じゃないかなっていう気がしなくもない。

あるいは、その気になれば、ある程度そ

の、データベースっていうんですかね、そ

れがつかめるんじゃないかなと思います

し、またそれを多分、そんなにべらぼうな

数ではないだろうと思うんですよね。だか

らそういう意味では、まあそれこそ、部外

者が関係のないところからアクセスしたら

びっくりされるでしょうから、関係者の方

が、そういう方たちから、アクセスしてい

ただいて、そういう情報につながっていっ

たりとかね、サポート情報を提供していた

だくとかね、そんなことだったら、そう大

した費用もかからず、ボランティアでです

ね、やれちゃいそうな気がするんですけ

ど、どうでしょうかね？ 
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【竹内委員】（足立区肢体不自由児者父母

の会） 

 肢体不自由のPTAの方の、連合会の会長

をやっていた時期に、ホームページをリニ

ューアルして、ホームページに入りやすい

形に変えたんですね。いろんな方の相談と

いうか、ちょっと学校には言えないけど、

学校とのやりとりとか、PTA組織って何で

入らないといけないのみたいなことも含め

て、お母さんに相談するんだったらちょっ

と壁が低そうなところにポンって、メール

ってこんな簡単にみんな来るんだっていう

くらい、とっても重たいメールもあったん

ですけど、校長先生とどうやってやってい

ったらいいですかとか、ありましたが、で

もそれを誰かに言える場、その時に誰かに

言って、その後自分できっと解決するにし

ても、なんか言った話を聞いてまたその後

どうしようっていうその何かが見たい時に

メールってポンって来るんだなと思って。

看板とかいろんな肩書がたくさん書かれて

いるところほど、相談ごとがしっかりして

ないと、相談できないみたいなところがす

ごくある気がするんです。最初なんて言っ

たらいいんだろうみたいな、何歳の子ども

の母親ですって言って、何を相談したらい

いのかがわからないみたいなところがきっ

とあると思うので、であればきっと本当に

簡単な、こういうところで受け付けますよ

とか、そういうところにポンって投げたの

を、本当に関係する方たちの誰かが拾っ

て、それをどう答えてあげるかっていうの

が色々なところで今始まっているかなと思

うので、それをどうやっていけばいいかっ

ていうのは、私もちょっとはっきりと明確

には言えないんですけど。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 そういうのをもし作るとすると、それは

行政の問題ですかね。それは民間でやって

くださいっていう話になるんですか？ 

【竹内委員】（足立区肢体不自由児者父母

の会） 

 多分行政が全部引き受けても、うまくい

かないだろうなっていう、今色んなところ

でライン交換とかいろんなことをやってい

るんですけど、やっぱり技術的なところを

しっかりと見ていきながら、でも、ある程

度行政の方がなんとかしていかないと、全

体に浸透していかないんだろうなとも思う

んで、だからそこらへんはうまくフォロー

してやっていくような枠組みでいかない

と、行政単体だけでやってもあまり機能し

ないだろうなっていうところは間違いない

と思います。どうですか、江連さん？ 

 

【江連所長】 

 そうですね。相談の入口として、そうい

った所に作るのはなかなか難しいのかなと

思います。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 行政はやっぱり敷居が高いですよね。 

 

【江連所長】 

 支援関係者がある程度固まった中では、

そういうところにいろいろな話を投げて、

その関係者が定期的に見ながら、アドバイ

スをするようなページっていうのは、医療

介護の中でも、そういったところができて

いるところもあるので、ただ、入口を広く

して、そこに誰でも入れるっていうふうに

なってくると、なかなか想像が難しいで

す。責任を持ってそこにちゃんとアドバイ

スをして、落とし込めるかってところまで

を図ろうと思うと、どういう形がいいのか

というのは。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 その場を利用して色々悪いことを考える

人もいっぱいいるので。松永委員はどうで

すか？そういうことに詳しい。 
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【松永委員】（きたせんじゅステップ代表

取締役） 

 まさにSNSを作ってやろうと思っていま

して、課題が2つあって、蓄積していくと

いう情報と本当に必要になってくる情報

と、簡単に言うと、応援とか、元気出して

ーみたいな、そういったものは習慣的なも

ので、これは別に来年も必要であったりす

るんですけど、蓄積してくる情報っていう

のは、蓄積していけばいいので、そこがや

っぱりWebだとか、SNSの良さだと思うの

で、皆さんがおっしゃっていた、どうしよ

うかしらっていう親御さん同士の相談って

いうのは習慣的なものがあると思うので、

そういうものは掲示板みたいなもので処理

していくというのも、蓄積してくる情報と

いうのは、蓄積させていけば、例えば、研

修で必要な知識であったりっていうのもの

については、そこにおいてあれば、何万人

が見ようが何千人が見ようがいいので、そ

れは蓄積していけばいい情報に、大きく分

けることができるかなというか、それをど

うするかっていうことで、実はライングル

ープの業者で僕らが組んでいるものがあり

まして、すごく便利なのが、送らなくてい

いよ、情報は託しますよ、何歳の女の子で

どの辺に住んでいて、これ誰かいないって

やると、あっ、うち大丈夫かもって手あげ

てくれたら、説明したりとか、車いすが余

ってるけど、どう？とか、遊具余ってる、

どう？とか、じゃあうちにちょうだいと

か、というラインは業者同士ではしている

んですけど、親御さん同士ではちょっと、

親御さんがそこに参加できるかどうかって

いうとちょっと難しい。あとは母子手帳を

電子化するっていうふうにこれからなって

いくと思いますので、母子手帳の電子化に

伴って、子育てについては電子化する、そ

こに我々支援者が参加していって、付箋を

つけるような感じですかね、掲示板に貼っ

ていくようにする、ということが可能にな

るのではないかなって思ったりすると、時

間の問題が出てくるんですけど、SNSを作

ったらいいのかなって思うと、300万円く

らいかかるらしいので、あとはあけぼのさ

んがこういうのあるよっていうのを皆さん

に貸し出せば、情報共有できるのかなと

か、良い研修ができるのかなとか、ただセ

キュリティの問題だとか、その人が保護者

なのか事業者なのかというのを選別して、

みんなで判断しないといけないので、そこ

は見てやるべきなのかなという難しいとこ

ろがあると思うんですけど、ソフト自体は

安くてよくあるソフトを使えば、簡単に作

れなくはないと思うんです。Facebookを

作ることもできるし、グループを作ること

もできる機能は、簡単ではないですけど、

使い方次第にはなると思うんですけど、非

常にラインは便利だなと感じております。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 こういうことっていうのはある意味で

は、スピード感が大事だと思うんですよ

ね。10年後に会議しますから、10年間待

ってくださいと言われても、それは意味が

ない。今困っている、今助けてほしい、で

きるだけスピード感をもって提供できるっ

ていうことが大事かなと。 

 

【松永委員】（きたせんじゅステップ代表

取締役） 

 だから、3年後に役所から3千万円おり

ますから、アプリケーションを作るとか、

まさに役所だから3千万という世界ですけ

ど、もっとかかるかもしれない。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

実際困った時っていうのは、そんなに特

別な部局の特別な場所の課題では収まらな

い訳ですよね。横串にささないと、なかな

か解決しないような話になる訳で、そうい

う意味でも今我々はそういうことを、縦に
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整理されていることはあるから、横串にさ

して、一旦何か事が起きた時にパッとあっ

ちからこっちから育ってきてチームが作れ

てそこの仕組みがね、どうするのみたいな

話があったりするんですけど、ちょっと時

間が中途半端な感じになってしまったの

で、少し早めに終わりますかね。 

他のみなさん拍子外れになってしまって

本当に申し訳ないんですが、ケーススタデ

ィをあやせ保育園とうちと2つ用意させて

いただきました。これについては誠に申し

訳ないんですが、次回に、すいません。保

育園の例と、それから療育機関というんで

すかね発達支援機関と2つケースが出てま

すので、これを吟味していけば、今日皆さ

んがお話しいただいたような、話題ってい

うんですかね、課題が浮かんでくるのでは

ないかというふうに思います。多分、この

状況は皆さんのそれぞれの持ち場でね、こ

う関連したり、つながったりとか、あるい

は似たような状況でね、きっと出てくると

思うのですよね。 

うちもケースが多いですから、100人

100様あるわけで、それに1つ1つ合わせ

てやっていくわけなんですけれども、なん

でその子のケースを選んだっていうことか

ら始まって、どういう視点でまとめてみた

のか、どういう見方をするのか表現の仕方

をするのか、色々こう悩んだんですね。だ

から、そういう意味で、皆さんのところに

絡んでくるケースだと思います。 

 

【上原委員】（あやせ保育園） 

 大変申し訳ないのですが、第3回こども

部会の日はどうしても出席することができ

ないので、事例をやっていただくとする

と、またの機会になるのか、なかったこと

になるのか、申し訳ございません11月5

日についてはちょうど午後が…。 

 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 次回の部会は決まっているんでしたっ

け？ 

 

【勝田係長】 

 はい。11月5日（火）の14時からで

す。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 11月5日2時火曜日。あやせ保育園の

園長さんには大変申し訳なかったのです

が、これを他の先生と変わってっていう訳

にはいかないんですかね？ 

 

【上原委員】（あやせ保育園） 

 クラス担任が都合がつけば…、あと副園

長か…。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 せっかくですから、クラス担任の先生な

ら、このケースについての見立てもしっか

りしているでしょうし、また、ここで議論

することで、より深まると思うので、それ

はそれで意味があると思うんですけど、先

生の方でなんとか…。 

 

【上原委員】（あやせ保育園） 

 ちょっとあの、戻りまして、状況を確認

して…。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 うちの方もですね、私もかなり準備のと

ころでドキッとしましたけど、本人に報告

させます。 

あやせ保育園の上原先生、すいません

が、申し訳ありません。今日はこちらで検

討させていただくはずだったのですが、申

し訳ありません。併せてそういう訳で、次

回また。 
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【上原委員】（あやせ保育園） 

 はい。また確認して、勝田係長にご連絡

すればよろしいですか？ 

 

【勝田係長】 

 はい。よろしくお願いします。 

 

【加藤部会長】（うめだあけぼの学園） 

 ありがとうございます。よろしくお願い

します。 

 

【司会】 

 それでは、議論は尽きませんが、お時間と

なってしまいました。 

部会の議事録につきましては、委員の皆さ

んにご確認いただいた後、区 HPで掲載し

てまいります。よろしくお願いします。 

 それでは、事務連絡をさせていただきま

す。 

 第３回こども部会は、１１月５日（火） 

１４：0０～開催予定です。 

場所は本日同様障がい福祉センター研修

室３を予定しています。 

委員の皆様には、後日本日の議事録をお

送りし、訂正箇所を修正後に足立区ホーム

ページに掲載させていただきますので、よ

ろしくお願いします。 

 

【司会】 

 以上を持ちまして、足立区地域自立支援

協議会第２回こども部会を終了させていた

だきます。 

 本日はご出席いただきましてありがとう

ございました。お帰りの際にはお忘れ物な

どないようお気を付けください。 

 


